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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第20期 

第３四半期 
連結累計期間 

第21期 
第３四半期 
連結累計期間 

第20期 

会計期間 
自 平成26年４月１日 
至 平成26年12月31日 

自 平成27年４月１日 
至 平成27年12月31日 

自 平成26年４月１日 
至 平成27年３月31日 

売上高 （千円） 11,862,586 11,952,082 16,505,471 

経常利益 （千円） 404,509 378,137 571,569 

親会社株主に帰属する四半期 

（当期）純利益 
（千円） 242,778 224,011 294,962 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 436,976 215,906 525,922 

純資産額 （千円） 9,187,672 9,323,729 9,276,618 

総資産額 （千円） 13,871,951 13,974,648 14,772,884 

１株当たり四半期（当期）

純利益金額 
（円） 27.33 25.22 33.20 

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 66.2 66.7 62.8 

 

回次
第20期

第３四半期
連結会計期間

第21期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 7.75 5.73 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載し

ておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としており

ます。

 

２【事業の内容】

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第３四半期連結累計期間において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は、前事業年

度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

  当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1）業績の状況 

当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年12月31日）におけるわが国経済は、企業収益や雇

用・所得環境の改善が続くなかで、緩やかな回復基調となりましたが、中国経済の減速懸念や中東などの不安定

な情勢により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループが属します情報サービス産業においては、災害及びセキュリティ対策に向けたシステム投資の拡

大に加え、金融機関での大型投資案件継続やマイナンバー制度への対応に向けたシステム投資の本格化などによ

り、引き続き緩やかな成長傾向が続くものとみられます。

このような経営環境の下、当社グループは長期経営計画の４年目を迎え、業務改革による生産性の向上を図る

とともに、当社ビジネスの収益基盤強化に向け、マイナンバー関連サービス、ストレスチェックサービス及びセ

キュリティ関連サービス等の新たなサービスを立ち上げるなど、ＩＴビジネスを取り巻く法改正や顧客ニーズの

変化を捉えた取り組みを積極的に推進してまいりました。

売上面では、ソフトウエア開発及び情報処理サービスの増収などにより、当第３四半期連結累計期間の売上高

は11,952百万円（前年同期比0.8％増）となりました。

利益面では、人件費などの増加により、営業利益は335百万円（前年同期比5.3％減）、経常利益は378百万円

（同6.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は224百万円（同7.7％減）となりました。

 

セグメント別の業績に関しては以下のとおりであります。

 

（情報処理サービス）

自治体向けアウトソーシング案件の受注増加などにより、売上高は6,396百万円（前年同期比1.0％増）、一

方、セグメント利益は、利益率の低下やＯＣＲ機・カード発行機などの大口設備投資に伴う償却費増などによ

り、809百万円（同12.8％減）となりました。

 

（ソフトウエア開発）

一般法人向けソフトウエア開発案件及び自治体向けマイナンバー関連の開発案件が増加したことなどによ

り、売上高は3,768百万円（前年同期比4.9％増）、セグメント利益は362百万円（同73.9％増）となりまし

た。

 

（その他情報サービス）

一般法人向け機器導入支援サービスが減少したことなどにより、売上高は1,280百万円（前年同期比3.7％

減）、セグメント利益は61百万円（同25.6％減）となりました。

 

（システム機器販売）

一般法人向け及び自治体向け機器販売が減少したことなどにより、売上高は507百万円（前年同期比16.3％

減）、セグメント利益は15百万円（同27.1％増）となりました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

- 2 -

2016/02/05 20:26:53／15149816_ＡＧＳ株式会社_第３四半期報告書



 

(3）研究開発活動

  当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は9,270千円であります。

  なお、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

  普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,883,966 8,883,966
東京証券取引所

市場第一部

株主としての権利内容に制

限の無い標準となる株式で

あり、単元株式数は100株

であります。

計 8,883,966 8,883,966 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

 

  該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

  該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

 

  該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

  年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 8,883,966 － 1,398,557 － 473,557
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（６）【大株主の状況】

 

  当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

 

 

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   8,882,400 88,824 －

単元未満株式 普通株式       1,566 － －

発行済株式総数 8,883,966 － －

総株主の議決権 － 88,824 －

 

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義

所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計

（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【役員の状況】

  前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

  役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長兼

社長執行役員
共済事業本部長

代表取締役社長兼

社長執行役員
－ 石井  進 平成27年10月１日

取締役兼

専務執行役員

事業推進本部長

兼保険医療事業

本部長

取締役兼

専務執行役員 

事業推進本部

長兼保険医療

事業本部担当

藤倉  広幸 平成27年10月１日

 

（執行役員の状況）

  前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における執行役員の異動は、次のとおりであります。

 

  (1) 退任執行役

役名 職名 氏名 退任年月日

執行役員
業務監査部担当兼

業務監査部長
前田  稔 平成27年10月１日

 

 

  (2) 役職の異動 

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務執行役員
業務監査部担当兼

業務監査部長
常務執行役員

情報処理本部長兼 

業務部長 
平山  隆志 平成27年10月１日

常務執行役員
情報処理本部長兼

業務部長
執行役員

共済事業本部長兼

共済ソリューショ

ン部長

関口  昌樹 平成27年10月１日

常務執行役員 法人事業本部長 常務執行役員

法人事業本部長兼

法人システム第一

部長

大庭  裕信 平成27年11月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

  当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,245,233 1,284,200 

受取手形及び売掛金 2,334,916 1,817,601 

有価証券 1,752,133 1,602,357 

商品 47,328 207,108 

仕掛品 76,002 190,696 

原材料及び貯蔵品 13,066 14,750 

その他 338,155 342,202 

貸倒引当金 △365 △484 

流動資産合計 5,806,469 5,458,432 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,609,995 2,439,558 

土地 1,572,515 1,572,515 

リース資産（純額） 1,045,894 942,563 

その他（純額） 654,880 591,947 

有形固定資産合計 5,883,286 5,546,585 

無形固定資産 915,825 883,813 

投資その他の資産    

その他 2,167,309 2,091,077 

貸倒引当金 △6 △5,260 

投資その他の資産合計 2,167,302 2,085,816 

固定資産合計 8,966,414 8,516,215 

資産合計 14,772,884 13,974,648 

負債の部    

流動負債    

買掛金 868,834 629,469 

リース債務 336,850 335,085 

未払法人税等 134,447 14,849 

賞与引当金 － 268,122 

受注損失引当金 5,656 19,342 

製品保証引当金 33,703 31,386 

その他 1,478,245 838,092 

流動負債合計 2,857,736 2,136,347 

固定負債    

リース債務 1,006,948 858,724 

退職給付に係る負債 1,371,966 1,405,852 

長期未払金 190,413 180,794 

その他 69,200 69,200 

固定負債合計 2,638,528 2,514,571 

負債合計 5,496,265 4,650,918 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,398,557 1,398,557 

資本剰余金 473,557 473,557 

利益剰余金 7,586,821 7,238,600 

自己株式 △403,438 － 

株主資本合計 9,055,497 9,110,714 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 381,205 331,558 

退職給付に係る調整累計額 △160,085 △118,543 

その他の包括利益累計額合計 221,120 213,014 

純資産合計 9,276,618 9,323,729 

負債純資産合計 14,772,884 13,974,648 
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 11,862,586 11,952,082 

売上原価 9,431,141 9,467,408 

売上総利益 2,431,445 2,484,673 

販売費及び一般管理費 2,077,327 2,149,211 

営業利益 354,118 335,462 

営業外収益    

受取利息 484 487 

受取配当金 29,028 28,350 

負ののれん償却額 1,171 － 

補助金収入 33,305 28,500 

その他 14,301 12,149 

営業外収益合計 78,290 69,487 

営業外費用    

支払利息 27,883 26,220 

その他 16 591 

営業外費用合計 27,899 26,812 

経常利益 404,509 378,137 

特別損失    

固定資産除却損 2,605 2,498 

貸倒引当金繰入額 － 5,200 

賃貸借契約解約損 － 2,841 

その他 － 200 

特別損失合計 2,605 10,739 

税金等調整前四半期純利益 401,903 367,397 

法人税、住民税及び事業税 118,432 50,695 

法人税等調整額 40,691 92,689 

法人税等合計 159,124 143,385 

四半期純利益 242,778 224,011 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 242,778 224,011 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 152,257 △49,647 

退職給付に係る調整額 41,939 41,542 

その他の包括利益合計 194,197 △8,105 

四半期包括利益 436,976 215,906 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 436,976 215,906 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

        当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

      期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）及び負ののれんの償却額は、次のとおりで

      あります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成26年４月１日
至  平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成27年４月１日
至  平成27年12月31日）

減価償却費 754,273千円 793,226千円

負ののれんの償却額 1,171 －

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日  至平成26年12月31日）

 

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月13日

取締役会
普通株式 79,955 9 平成26年３月31日 平成26年６月２日 利益剰余金

平成26年10月28日

取締役会
普通株式 79,955 9 平成26年９月30日 平成26年12月１日 利益剰余金

         （注）平成26年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。１株当たり配当額

               は、株式分割後の金額となっております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

 

  該当事項はありません。

 

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日  至平成27年12月31日）

 

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月14日

取締役会
普通株式 79,955 9 平成27年３月31日 平成27年６月２日 利益剰余金

平成27年10月30日

取締役会
普通株式 88,839 10 平成27年９月30日 平成27年11月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

 

  該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日  至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２ 

 
情報処理 
サービス 

ソフトウエ
ア開発 

その他情報
サービス 

システム 
機器販売 

計 

売上高                

外部顧客への
売上高 

6,332,416 3,593,612 1,329,984 606,572 11,862,586 11,862,586 － 11,862,586 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － － － － 

計 6,332,416 3,593,612 1,329,984 606,572 11,862,586 11,862,586 － 11,862,586 

セグメント利益 928,609 208,273 82,891 12,557 1,232,332 1,232,332 △878,214 354,118 

（注）  1.セグメント利益の調整額△878,214千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△878,214千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日  至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２ 

 
情報処理 
サービス 

ソフトウエ
ア開発 

その他情報
サービス 

システム 
機器販売 

計 

売上高                

外部顧客への
売上高 

6,396,228 3,768,137 1,280,278 507,439 11,952,082 11,952,082 － 11,952,082 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － － － － 

計 6,396,228 3,768,137 1,280,278 507,439 11,952,082 11,952,082 － 11,952,082 

セグメント利益 809,358 362,259 61,661 15,966 1,249,246 1,249,246 △913,783 335,462 

（注）  1.セグメント利益の調整額△913,783千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△913,783千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から「企業結合に関する会計基準」等

を適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計

上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しておりま

す。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確

定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に

反映させる方法に変更しております。当該変更が当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える

影響はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

  １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成26年４月１日
至  平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成27年４月１日
至  平成27年12月31日）

  １株当たり四半期純利益金額 27円33銭 25円22銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

                              （千円）
242,778 224,011

普通株主に帰属しない金額      （千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額              （千円）
242,778 224,011

普通株式の期中平均株式数        （株） 8,883,966 8,883,966

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。

 

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。

 

２【その他】

平成27年10月30日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額                                    88,839千円

(ロ）１株当たりの金額                                  10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日        平成27年11月30日

（注）平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対して、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
  該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

      平成28年２月10日

       

ＡＧＳ株式会社      

取締役会  御中      

     
       

     新日本有限責任監査法人 

       

 
    指定有限責任社員

    業務執行社員
公認会計士 柳井  浩一      印 

       

 
    指定有限責任社員

    業務執行社員
公認会計士 澤部  直彦      印 

 
 

 
   

  当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＡＧＳ株式会

社の平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２７年１０月１

日から平成２７年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２７年４月１日から平成２７年１２月３１日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＡＧＳ株式会社及び連結子会社の平成２７年１２月３１日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係
  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以  上
 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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